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 重点課題 1 生体分子システムの機能制御による革新的創薬基盤の構築 

代表機関：理化学研究所（課題責任者：奥野 恭史・客員主管研究員） 
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重点課題 2 個別化・予防医療を支援する統合計算生命科学 
代表機関：東京大学（課題責任者：宮野 悟・教授）  

 

 重点課題 3 地震・津波による複合災害の統合的予測システムの構築 

代表機関：東京大学（課題責任者：堀 宗朗・教授）  

 

 

研究体制は開発と実用化のグループに大別．
• 開発は分担機関が協力機関と推進．実用化は研究代表機関が協力機関と推進．
• 開発と実用化の連携は研究代表機関が担当．

① 東京大学

堀 宗朗

中央大学

堀 高峰
② 海洋研究

開発機構

名古屋大学

井料 隆雅② 神戸大学

防災科学技術研究所

岐阜大学② 九州大学

東京大学（生産研）

愛媛大学

② 京都大学

実用化
SIP

津波

サブ課題Ａ：地震・
津波の災害被害予
測の実用化研究

サブ課題Ｂ：統合的
予測のための社会
科学シミュレーショ
ンの開発横松 宗太

浅井 光輝

重点課題：地震・津波による複合災害
の統合的予測システムの構築

東北大学

内閣府（防災担当）

北海道大学

京都大学

市村 強

マッデゲダラ
ラリト

サブ課題Ａ

サブ課題Ｂ

地震

地震

有限要素法

津波

都市情報

可視化

中央防災会議

名古屋

開発

三菱総合研究所

応用地質株式会社 技術普及

内閣府支援

理化学研究所計算科学研究機構 防災・減災研究ユニット

東京大学（工学部）

東京工業大学（工学部）

経済

交通

柴崎 亮介 サブ課題Ｂ
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 重点課題 4 観測ビッグデータを活用した気象と地球環境の予測の高度化 

代表機関：海洋研究開発機構（課題責任者：高橋 桂子・センター長） 

 

 重点課題 5 エネルギーの高効率な創出、変換・貯蔵、利用の新規基盤技術の開発 

代表機関：自然科学研究機構（課題責任者：岡崎 進・教授）  
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 重点課題 6 革新的クリーンエネルギーシステムの実用化 

代表機関：東京大学（課題責任者：吉村 忍・教授） 

 

 重点課題 7 次世代の産業を支える新機能デバイス・高性能材料の創成 

代表機関：東京大学（課題責任者：常行 真司・教授）  

実験施設

計算環境

HPCI

CMSI

(A)

(G) 共通基盤シミュレーション手法 (物性研・東北大金研）

基盤アプリ・データ解析手法・計算機科学

協力
機関

協力
機関

協力
機関

協力
機関

協力
機関

協力
機関

協力機関

元素戦略Pj
（文科省）

低炭素Pj
（NEDO）

TIA
（内閣府）

ImPACT
タフポリマー
（内閣府）

ポスト「京」

「京」

情報基盤
センター

物性研

金研

分子研

SPring-8

J-PARC

SACLA

KEK-PF

次世代の産業を支える
新機能デバイス・高性能材料の創成

代表機関 物性研

AICS

連携

支援

連携

支援

(B) (C) (D) (E) (F)

（
東
大
工
・
筑
波
大
計
算
セ
・
東
大
理
・

阪
大
サ
イ
バ
ー
セ
・
阪
大
工
）

高
機
能
半
導
体
デ
バ
イ
ス

（
分
子
研
・
筑
波
大
計
算
セ
）

光
・
電
子
融
合
デ
バ
イ
ス

（
東
大
工
・
東
大
理
・
物
性
研
）

超
伝
導
・
新
機
能
デ
バ
イ
ス
材
料

（
物
性
研
）

高
性
能
永
久
磁
石
・
磁
性
材
料

（
産
総
研
関
西
）

高
信
頼
性
構
造
材
料

（
阪
大
工
・
名
工
大
）

次
世
代
機
能
性
化
学
品

科学技術イノベーション国家戦略に資するPjと連携

最
先
端
大
型
研
究
施
設
等

と
の
連
携
活
動
実
施
中

計
算
機
・計
算
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

支
援
体
制
構
築
済

協力機関として参画

計算機科学

企業利用促進
（スパコン産応協）
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 重点課題 8 近未来型ものづくりを先導する革新的設計・製造プロセスの開発 

代表機関：東京大学（課題責任者：加藤 千幸・教授）  

 

 重点課題 9 宇宙の基本法則と進化の解明 

代表機関：筑波大学（課題責任者：青木 慎也・客員教授） 

筑波大学計算科学研究センター（代表機関） 
高エネルギー加速器研究機構、自然科学研究機構国立天文台 
京都大学基礎物理学研究所、理化学研究所仁科加速器研究センター 
東京大学原子核科学研究センター、大阪大学核物理研究センター 
千葉大学ハドロン宇宙国際研究センター 

サブ課題A　（32名） 
サブ課題A責任者 

事務局　（4名） 
（ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・広報など） 


研究報告会 


運営委員会　（21名） 


サブ課題B責任者 サブ課題B　（40名） 


サブ課題C　（19名） 
サブ課題C責任者 

拠点長：青木慎也（筑波大） 


研究担当責任者（副拠点長） 
実験・観測 
・SuperKEKB 

・J-PARC 
・RIBF 
・KAGRA 
・SUBARU 
・TMT 
・Super-K 

重点課題９関係者：約100名 
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 萌芽的課題 基礎科学の挑戦- 複合・マルチスケール問題を通した極限の探求  

代表機関：東北大学金属材料研究所(研究代表者：久保百司・教授) 

計算環境

HPCI

スパコン
共用事業

破壊と
カタストロ
フィ

協力機関

（文科省）（NEDO） （内閣府）

「京」

情報基盤
センター

金研

分子研

重点課題3
地震・津波

連携

支援

連携

支援

計算機科学

(A)

AICS

相転移と
流動

(Ｂ)

協力機関

地球惑星
深部物質
の構造と
物性

(Ｃ)

協力機関

量子力学
の基礎と
情報

協力機関

ポスト「京」
重点課題

萌芽的課題

重点課題5
高効率エネルギー

重点課題7
新機能デバイス

高性能材料

萌芽的課題
数値計算学の展開

【代表機関】
東北大学

金属材料
研究所

★久保百司

【分担機関】
東北大学

大学院理学
研究科

★川勝年洋

【分担機関】
理化学研究所

★飯高敏晃

【分担機関】
東京大学

物性研究所

★川島直輝

最
先
端
大
型
研
究
施
設
と
の
具
体
的
な
連
携
活
動
を
実
施
中

計
算
機
・
計
算
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
支
援
体
制
を
構
築

他の国家Projectと連携することで、
科学のイノベーションを国家的観点でけん引していく

１４ ８ ２９ ２３

重点課題4
気象と地球環境

PCoMS
人材育成
ｺﾝｿｰｼｱﾑ

KEK -PF

SACLA

J- PARC

実験施設

超超 Pj 元素戦略Pj ImPACT
SIP Mi2i  

重点課題8
近未来型ものづくり

（文科省）

(Ｄ)

SLiT-J

萌芽的課題
極限マテリアル

★サブ課題代表者

ポスト「京」 萌芽的課題

「基礎科学の挑戦－複合・マルチスケール
問題を通した極限の探求」

代表機関 ：東北大学金属材料研究所 課題責任者 久保百司

SPring-8

【分担機関】
H29年度より
物質・材料研
究機構

計算物質科学
連絡会議

本萌芽的課題、重点課題5、
重点課題7、PCoMS、Mi2iの

５プロジェクトで組織

ポスト「京」

【分担機関】
筑波大学
横浜国立大学

【分担機関】
東京大学

物性研究所
海洋機構

【分担機関】
東京大学

地震研究所
大阪大学
金沢大学
原子力機構

アドバイザー

毛利哲夫 <材料>
（東北大金研）

今田正俊 <量子>
（東大院工）

常行真司 <物質>
（東大院理）

Mi2i
（JST）

物性研

【３サブ課題
間連携】 A-B C-D

 
 萌芽的課題 極限の探求に資する精度保証付き数値計算学の展開と超高性能計算環境の創成  

代表機関：東京女子大学現代教養学部(研究代表者：萩田武史・准教授) 
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 萌芽的課題 複合相関が織りなす極限マテリアル－原子スケールからのアプローチ 

代表機関：東京大学大学院工学系研究科(研究代表者：松下雄一郎・助教) 

 
 萌芽的課題 多層マルチ時空間スケール社会・経済シミュレーション技術の研究・開発 

代表機関：理化学研究所計算科学研究機構(研究代表者：伊藤伸泰・チームリーダー) 
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 萌芽的課題 堅牢な輸送システムモデルの構築と社会システムにおける最適化の実現 

代表機関：東京理科大学工学部(研究代表者：藤井孝藏・教授) 

 

 萌芽的課題 太陽系外惑星（第二の地球）の誕生と太陽系内惑星環境変動の解明 

代表機関：神戸大学大学院理学研究科(研究代表者：牧野淳一郎・教授) 
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 萌芽的課題 脳のビッグデータ解析、全脳シミュレーションと脳型人工知能アーキテクチャ 

代表機関：沖縄科学技術大学院大学神経計算ユニット(研究代表者：銅谷賢治・教授) 

 
 萌芽的課題 ボトムアップで原子的知能を理解する子運中全脳シミュレーション 

代表機関：東京大学先端科学技術研究センター(研究代表者：神崎亮平・所長) 

 
 


